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塩瀬　宏 略歴
1951年 愛知県立豊橋時習館高校・卆業
1951年 4 月 東京大学教養学部文科二類・入学
1953年 同大学文学部フランス文学科・進学
1955年 同大学・卆業
1955年 10 月 フランス政府保護留学生として渡仏，以降六十年まで，パ
リ大学文学部，国立コンセルヴァトアール（演劇校）など
において，現代演劇の理論と実践を中心に学習。













































「アヴァン・ガルドの姿勢」（N・バターュとの対話） 新劇　68 年 1
月号
朝日ジャーナル誌コラム〈文化ジャーナル〉の〈ステージ〉欄のモニタ
ーとして企画および執筆（69年～ 72年）
〈評伝　A・アルトー〉（J・L・ブロー）の「書評」 朝日ジャーナル
77年 4月
「私的な覚書き（六十年代演劇への）」 岩波「文学」誌〈今日の演劇〉
特集号　85年 8月号
「フランス演劇の現況」 読売新聞　96年 6月
など
ほかに
「赤い繭」（安部公房作），「鍵穴」（J・タルデュー作大岡信訳）などの演
出（草月小劇場にて 60～ 65年）。
（塩瀬　宏編）
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